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新庄市小中一貫教育推進協議会が開催されました 
～地域の外部資源の活用や、地域を学びの場にした９年間の教育活動を目指して～ 
１１月２０日（水）に新庄市小中一貫教育推進協議会※1が開催されました。今年度は、

「地域の外部資源の活用や、地域を学びの場にした９年間の教育活動」をテーマに話し合

いました。協議は、各中学校区での取り組みの情報交換を中心に、今年度の課題や成果に

ついて意見交換し、次年度に向けて各中学校区でさらにどんなことができそうか、考える

きっかけとなる協議会となりました。また、次年度のテーマとして、「子どもたちが『地

域の中で思いを実践・発信する』、『地域の役に立つ体験をする』ことを通して、将来この

場所で活躍する子どもを育てていく」という方向性も確認されました。 

※1 新庄市の小中一貫教育の推進方針や課題の解決、学校と家庭・地域の連携などについて協議するために

平成 26 年度より開催している会です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新庄市小中一貫教育通信  第４２号 令和６年１２月２４日 

＜令和６年度の各中学校区の取り組み状況や話題となったこと（一部抜粋）＞ 

【新庄小・中学校】 

□ 地域学校協働活動推進員※２の協力の下、地域ボランティアの協力を得て、小学校

では「あじさいルーム」を運営しており、中間休みの子どもの居場所づくりや地域

の方の交流の場として活用している。中学校は、図書室ベースの「まなび場、あそ 

び場、かたり場」の実践を目指し準備をしているが、地域人材の活用に課題がある。 

【日新小・中学校】 

□ 小学校では、社会福祉協議会で行っている「いきいき百歳体操」と校舎を使った

「ウォーキング」を合わせることで、地域の方が来校しやすい環境をつくった。中

学校では地元企業の方を招いて、企業の SDGｓの取組みについて理解を深めた。

また、地元で活躍する方から、生き方や新庄市の良さなどについての話を聞いた。 

【本合海小・升形小・八向中学校】 

□ 八向学区小中一貫教育プラン「総合的な学習・

地域学習の９年間の指導計画」を作成し、地域の

特産について、小学校の学習を生かして、中学校

の学びを発展させている。目指す児童生徒の姿は

共有されているので、今後は具体的な活動に結び

付けて学習できるように進めていく予定である。 

※ 裏面に続きます。 
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義務教育学校と小中一貫教育について 
 本市には、義務教育学校２校（明倫学園、萩野学園）が設置されています。義務教育学

校とは、一人の校長の下、一つの教職員組織が置かれ、義務教育９年間の学校目標を設定

し、９年間の系統性を確保した教育を行う学校のことです。令和６年度時点での学校数は、

県内で３校、全国で２３８校ですが、今後「義務教育学校」の開校を予定している自治体

が全国的に増えています。義務教育学校のメリットとして、「小学校から中学校に進学した

時のような学習や生活の環境の変化（中一ギャップ）が少ない」や「４年生までを前期、

７年生までを中期、９年生までを後期とするように学年段階を柔軟に設定することができ、

学校目標達成に向けて、様々な教育活動を仕組むことができる」などがあります。 

 日常的に小中一貫教育が実践できる義務教育学校の特性を生かし、そこで得られた成果

を各小・中学校区に広げ、より充実した小中一貫教育を推進していきます。 

 新庄市の小中一貫教育について、ご意見等ございましたら下記にお寄せ下さい。 

 【お問い合わせはこちらへ】 

新庄市教育委員会   

  施設設備等のことなど  ・・ 教育総務課 （直通２３－５００４） 

  小中一貫教育の内容など ・・ 学校教育課 （直通２３－５００３） 

【明倫学園】 

□ 夏休み中に地域の方や大学生、高校生を招いて、お話し会や調理、学習会、遊び

を通した交流など、様々な活動を行った。また、新庄まつり、イバラトミヨなどの

学習の中で、継続的に外部講師が関わったり、森林学習や町探検などでは関係機関

や地域住民の協力を得て、教育活動を行った。 

【萩野学園】 

□ Shin-job 体験や職場体験、外部講師による講話など

を通したキャリア教育を実施した。また、地域の方と

関わったり、地域の資源を活用したりしながら、萩野

ならではのふるさと学習を行い、地域に発信した。          

【全体】 

□ 地域の方を招こうとしているが、学校の敷居がまだ高いと感じている方が多い。

企画を行ったり、場所を提供したりすることで、そのハードルを下げることができ

る。また、外部の方への案内や情報提供のしかたを工夫していく。コミュニティ・

スクール※３（学校運営協議会制度）をより一層活用していく。 

※2 地域資源や地域人材について、紹介したり、アドバイスしたりするなど、地域と学校がうまく 

つながるためのコーディネート等を行うために、市で委嘱している方です。 

※3 「学校運営協議会」を設置し、学校と地域が一体となった学校づくりを進めるために、学校 

運営やそのために必要な支援などについて話し合う機会をつくるしくみです。 


